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一
「
桑
原
文
庫
」
中
の
陳
垣
寄
贈
書
を
め
ぐ
っ
て
一

kk

沙

雅

章

　
わ
が
国
東
洋
史
学
の
創
始
者
の
一
人
桑
原
騰
蔵
は
、
若
き
日
の
陳
垣
と
交

わ
り
が
あ
り
、
そ
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
彼
は
一
九
二
四
年
、
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

垣
か
ら
害
贈
さ
れ
た
『
元
西
域
人
当
化
考
』
を
書
評
し
、
そ
の
文
章
の
冒
頭

に
お
い
て
、
「
陳
垣
氏
は
現
在
の
支
那
史
学
者
中
品
も
注
意
に
価
す
る
学
者

で
あ
る
。
支
那
に
も
桐
電
場
氏
の
如
き
老
大
家
を
始
め
、
幾
多
の
史
学
者
が

あ
る
が
、
陳
垣
駅
程
吾
人
の
注
意
を
惹
く
学
者
は
見
当
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
研
究
に
は
二
つ
の
特
色
が
あ
る
と
し
て
、
中
国
と
外
国
と

の
関
係
を
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
研
究
方
法
が
科
学
的
で
あ
る
こ

と
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
称
讃
す
る
の
は
、
桑
原
と
し
て
は
極
め
て
珍
ら

し
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
申
国
の
学
老
で
あ
っ
て
も
桐
勧
悉
、
梁
啓
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
業
績
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
と

読
み
く
ら
べ
て
も
、
桑
原
が
陳
垣
を
い
か
に
高
く
評
価
し
て
い
た
か
が
知
ら

れ
る
。
出
入
の
間
に
は
手
紙
の
遣
り
取
り
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
『
陳
垣
来
往
書
信
集
』
（
越
智
超
二
心
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
）
に
よ
れ
ば
、
往
復
書
簡
は
現
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
の
「
桑
原
文
庫
」
中
に
は
、
一
九
二
四
年

に
陳
書
か
ら
桑
原
に
贈
ら
れ
た
三
部
の
書
物
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
桑
原
の

論
文
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
今
な
お
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
わ

が
国
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
三
部
の
書
物
を
紹
介
し
て
、

陳
垣
と
桑
原
購
蔵
と
の
学
術
上
の
友
誼
と
、
そ
れ
が
東
洋
史
学
に
果
た
し
た

役
割
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
　
　
「
陳
垣
氏
の
『
元
西
域
人
皇
化
考
』
を
読
む
」
（
『
史
林
』
九
！
四
、
一
九
二
四

　
年
訳
載
、
『
桑
原
随
蔵
全
集
』
（
以
下
『
全
集
』
と
略
称
）
第
二
巻
三
六
一
～
三
六

　
九
頁
所
収
）
。
ま
た
陳
彬
和
訳
「
読
二
期
下
之
『
元
西
域
人
偏
化
考
』
」
（
『
北
京
大

　
学
研
究
癬
国
学
門
周
刊
』
一
－
穴
、
一
九
二
五
年
）
が
あ
り
、
拙
稿
「
陳
垣
与
桑

　
原
陥
蔵
」
の
訳
文
は
陳
氏
訳
に
拠
っ
て
い
る
。

②
　
「
下
働
悠
の
新
元
史
帖
木
児
伝
」
（
『
全
集
』
第
二
巻
三
八
六
～
三
九
〇
頁
）
、
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「
梁
啓
超
氏
の

照
。

一
『
中
国
歴
史
研
究
会
』
を
読
む
」
（
同
書
四
六
八
～
四
七
九
頁
）
参

　
は
じ
め
に
二
人
の
略
歴
を
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
桑
原
酒
蔵
は
一
八
七
〇
年

福
井
県
敦
賀
市
に
生
ま
れ
た
。
第
三
高
等
学
校
を
経
て
東
京
大
学
（
当
時
は

帝
国
大
学
）
文
科
大
学
に
入
学
し
て
、
漢
文
科
で
学
ん
だ
。
　
一
八
九
六
年
、

同
大
学
を
卒
業
の
の
ち
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
つ
い
で
一
九

〇
一
年
、
開
設
さ
れ
て
間
も
な
い
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
教
授
に
招
か

れ
、
東
洋
史
学
第
二
講
座
を
担
任
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
京
都
大
学
を
定
年

退
官
し
、
翌
三
一
年
六
十
一
歳
で
病
没
し
た
。
彼
は
旧
来
の
漢
学
的
な
中
国

史
学
に
厭
き
足
ら
ず
、
西
洋
史
学
の
方
法
論
を
採
り
入
れ
、
ひ
ろ
く
世
界
史

的
視
野
か
ら
中
国
史
を
見
直
そ
う
と
す
る
新
し
い
東
洋
史
学
を
始
め
た
。
従

っ
て
そ
の
研
究
は
特
に
東
西
交
渉
、
文
化
交
流
等
に
重
点
が
置
か
れ
、
漢
文

文
献
は
も
と
よ
り
、
西
方
の
諸
文
献
か
ら
も
ひ
ろ
く
史
料
を
捜
遣
し
、
緻
密

で
科
学
的
な
考
証
を
重
ね
た
多
く
の
業
績
を
発
表
し
た
。
つ
ま
り
彼
の
い
う

凝
血
の
研
究
特
色
は
、
実
は
彼
の
特
色
で
も
あ
る
。
代
表
作
『
蒲
寿
庚
の
事

蹟
』
（
上
海
、
東
亜
攻
究
会
、
一
九
二
三
年
初
版
）
は
、
英
文
及
び
濡
文
に
も

　
①
翻
訳
さ
れ
た
名
著
で
あ
る
。
彼
の
す
べ
て
の
論
文
著
書
は
『
桑
原
騰
蔵
全
集
』

五
巻
別
冊
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
没
後
、

彼
の
遺
志
に
よ
っ
て
全
蔵
書
は
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
に
寄
贈
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
、
「
桑
原
文
庫
」
と
し
て
別
置
さ
れ
て
い
る
。

　
陳
垣
は
、
字
は
援
庵
、
広
東
省
新
会
県
の
人
。
　
一
八
八
○
年
生
ま
れ
な
の

で
、
桑
原
よ
り
ち
ょ
う
ど
十
歳
年
下
で
あ
る
。
十
七
歳
の
と
き
京
師
に
赴
い

て
順
天
郷
試
を
受
け
た
が
及
第
で
き
ず
、
帰
郷
し
て
小
学
、
中
学
の
教
師
と

な
っ
た
。
ま
た
医
学
を
学
ん
で
光
華
医
学
院
を
創
設
し
、
あ
る
い
は
『
時
事

画
報
』
『
震
旦
日
報
』
を
主
為
し
て
革
命
を
鼓
吹
し
た
。
辛
亥
革
命
後
、
北

京
に
出
て
、
は
じ
め
は
政
治
活
動
も
行
な
っ
た
が
、
そ
の
後
妻
ら
教
育
と
研

究
の
仕
事
に
従
事
し
、
北
京
大
学
、
燕
京
大
学
、
北
平
師
範
大
学
等
で
講
授

し
、
輔
仁
大
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
解
放
後
も
北
京
師
範
大
学
校
長
、
中

国
科
学
院
歴
史
研
究
二
所
所
長
は
じ
め
多
く
の
要
職
に
つ
い
た
。
一
九
七
一

年
、
九
十
一
歳
で
没
し
た
。
彼
は
元
気
、
東
西
交
渉
史
の
実
証
的
研
究
の
ほ

か
、
特
に
緯
圏
宗
教
史
で
は
新
し
い
研
究
領
域
を
開
拓
し
、
歴
史
文
献
学
の

分
野
で
は
『
史
認
挙
例
』
『
二
十
史
朔
真
表
』
な
ど
の
中
国
学
必
携
の
工
具

書
を
著
し
た
。
十
数
種
の
単
行
本
の
ほ
か
、
論
文
の
　
部
を
収
め
た
『
励
紙

書
屋
叢
刻
』
（
一
九
三
四
年
）
、
『
雪
垣
学
術
論
文
集
第
一
集
・
第
二
集
』
（
中

華
書
意
、
一
九
八
○
年
、
八
二
年
）
が
あ
り
、
孫
の
陳
智
超
氏
（
中
国
社
会

科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
）
が
整
理
編
纂
し
た
前
掲
『
陳
垣
来
往
書
信
集
』
、

『
道
家
金
石
略
』
（
文
物
出
版
社
、
｝
九
八
八
年
）
が
近
年
出
版
さ
れ
た
。
ま

た
受
業
生
た
ち
に
よ
る
『
励
転
書
屋
問
学
記
－
史
学
家
陳
垣
的
治
学
』
（
北
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③

京
、
三
聯
書
店
、
一
九
八
二
年
）
は
、
彼
の
学
風
を
う
か
が
う
に
ょ
い
。

　
な
お
一
九
九
〇
年
十
二
月
、
陳
垣
の
郷
里
に
近
い
江
門
市
五
邑
大
学
に
お

い
て
、
「
紀
念
陳
垣
教
授
誕
辰
一
一
〇
周
年
国
際
学
術
研
面
会
」
が
開
か
れ
、

筆
者
も
招
か
れ
て
こ
れ
に
参
加
し
た
。
「
桑
原
文
庫
」
中
の
陳
垣
寄
贈
書
を

紹
介
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
報
告
は
、
香
港
大
学
漏
難
壁
氏
訳
、

睦
南
大
学
張
其
凡
氏
校
定
に
よ
っ
て
、
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
一
年
第
三
期
に

掲
載
さ
れ
た
。
本
稿
は
そ
の
時
の
報
告
を
骨
子
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に

得
た
知
見
を
も
加
え
て
増
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
前
稿
と
あ
る
の
は
、

学
会
で
発
表
し
た
論
文
の
こ
と
で
あ
る
。

　
①
、
、
O
苫
㌧
．
謡
留
§
－
肉
雪
恥
（
毒
瞭
泌
）
、
ド
↓
o
吋
く
ρ
↓
o
囑
。
切
港
島
P
5
卜
。
。
。
・
陳

　
　
裕
著
訳
訂
『
懸
盤
庚
考
』
（
上
海
中
華
書
舗
、
一
九
二
九
年
）
、
漏
依
訳
『
唐
宋
時

　
　
代
中
西
通
商
史
』
（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
〇
年
）
。

　
②
　
『
全
集
』
別
冊
「
桑
原
陥
蔵
博
士
所
蔵
図
書
目
録
」
（
筆
者
編
）
に
は
、
一
九
六

　
　
八
年
に
桑
原
武
夫
氏
よ
り
追
加
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
③
　
陳
垣
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
王
糠
沢
「
陳
垣
事
　
著
作
編
年
」
（
『
紀
念
陳
垣
校

　
　
長
誕
生
一
一
〇
周
年
学
術
論
文
集
』
、
同
篶
委
会
編
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、

　
　
一
九
九
〇
年
、
四
五
四
～
五
二
八
頁
）
が
最
も
詳
し
い
。

二

　
陳
垣
か
ら
桑
原
騰
蔵
に
贈
ら
れ
た
三
部
の
書
物
と
は
、
『
元
西
域
人
華
化

考
』
稿
本
、
『
心
懸
学
詩
稿
』
六
巻
、
『
釣
磯
詩
集
』
四
巻
で
あ
る
。
つ
ぎ
に

そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

1
、
『
元
西
域
人
減
化
考
』
稿
本

　
こ
れ
は
綾
装
二
冊
、
二
五
・
五
×
一
九
糎
、
油
印
本
、
表
紙
は
灰
色
。
上

冊
の
・
表
紙
に
陳
の
自
筆
で
、

　
　
桑
原
騰
蔵
先
生
指
正
／
陳
垣
敬
呈
＋
二
年
十
二
月

と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）
。
表
紙
及
び
毎
篇
の
標
題
は
す
べ
て
稿
本
と
す
る
。

毎
半
速
十
行
行
二
十
五
字
。
第
八
の
末
尾
に
「
十
二
年
十
月
九
日
写
於
／
北

京
西
安
門
外
恒
徳
廠
」
と
記
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
完
成
の
月
日
と
場

所
と
が
分
か
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
本
書
の
前
四
篇
す
な
わ
ち
上
落
部
分
が

図
1
　
『
元
西
域
人
華
化
考
』
表
紙
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民
国
＝
一
年
（
一
九
二
三
）
十
二
月
発
行
の
『
国
学
季
刊
』
第
一
巻
第
四
号
に

掲
載
さ
れ
、
つ
い
で
四
年
後
の
一
九
二
七
年
十
二
月
に
な
っ
て
後
半
の
四
篇

が
『
燕
京
学
報
』
第
二
期
に
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
四
年
冬
、
『
励

萩
書
屋
叢
刻
』
第
…
集
第
一
種
と
し
て
合
刻
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
本
書
に
は

油
印
稿
本
、
排
印
本
、
刊
本
の
三
種
が
存
す
る
が
、
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
後
の
も
の
ほ
ど
修
改
増
補
が
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
。

既
に
桑
原
に
贈
ら
れ
た
こ
の
稿
本
で
も
、
墨
書
の
補
正
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
が
桑
原
の
も
と
に
届
い
た
の
は
、
一
九
二
四
年
の
初
春
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
の
八
月
に
彼
は
こ
れ
を
通
読
し
て
、
同
年
一
〇
月
発
行
の
『
史
林
』

第
九
巻
第
四
号
に
、
「
陳
垣
氏
の
『
元
西
域
人
華
化
考
』
を
読
む
」
と
題
す

る
書
評
を
寄
稿
し
た
。
『
全
集
』
第
二
巻
三
六
一
～
三
六
九
頁
に
収
め
る
。

そ
の
な
か
で
、
桑
原
は
上
記
の
ご
と
く
陳
垣
の
学
風
を
称
讃
し
た
の
ち
に
、

「
こ
の
陳
心
張
が
昨
年
末
に
、
『
元
西
域
人
帯
化
考
』
を
起
稿
さ
れ
た
。
稿

本
の
儘
で
、
未
だ
学
界
に
は
公
義
さ
れ
ぬ
様
で
あ
る
が
、
吾
が
輩
は
今
春
幸

い
に
著
者
か
ら
そ
の
稿
本
一
部
を
恵
贈
さ
れ
た
」
（
三
六
一
～
三
六
二
頁
）
と

記
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
も
、
『
国
学
季
刊
』
の
こ
の
号
は
ま
だ
わ
が
国

に
到
着
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
『
華
化
考
』
は
日
本
の
学
界
で
は

全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
吾
が
輩
は
此
の
如
き
内
容
豊
富
で

有
益
な
好
著
が
、
一
日
も
早
く
正
装
公
刊
さ
れ
て
、
広
く
東
西
の
学
界
に
融

雪
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
ぬ
」
（
三
六
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の

論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
元
以
前
に
霊
化
し
た
西
域
人
の
一
人
と
し
て
本

書
に
挙
げ
る
安
世
通
は
、
安
息
の
人
で
は
な
く
て
安
国
出
身
と
み
ら
れ
る
こ

と
、
西
域
人
華
化
の
実
例
と
し
て
は
、
他
に
北
朝
の
乞
伏
保
、
唐
代
の
離
島

志
忠
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
元
代
の
泰
不
仁
を
西
域
人
に
加
え
る
の
は
疑
問

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
他
日
こ
の
新
著
公
刊
の
際
に
、

吾
が
輩
の
所
見
を
も
参
酌
せ
ら
る
る
」
（
三
六
四
頁
）
こ
と
を
希
望
し
た
。
筆

者
は
前
稿
で
、
「
恐
ら
く
こ
の
書
評
の
抽
印
本
が
陳
垣
に
贈
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
叢
刊
本
で
も
以
上
の
批
判
箇
所
の
訂
正
は
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と

述
べ
た
が
、
事
実
、
こ
の
抜
刷
が
陳
垣
に
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

実
は
上
記
の
学
会
の
席
で
、
陳
智
超
氏
に
桑
原
の
書
信
の
有
無
に
つ
い
て
た

ず
ね
た
時
、
手
紙
は
な
い
が
論
文
抜
刷
は
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
、
後
で
コ
ピ

ー
を
送
っ
て
あ
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、
昨
一
九
九
一
年
四

月
三
十
日
付
の
手
紙
と
、
抜
刷
の
表
紙
（
図
2
）
と
本
文
一
葉
の
コ
ピ
ー
と

が
届
い
た
。
そ
の
抜
刷
は
、
他
な
ら
ぬ
『
華
化
考
』
の
書
評
で
あ
っ
た
。
表

紙
左
辺
に
門
無
援
蕎
先
生
、
桑
原
驚
蔵
拝
贈
し
と
の
為
書
が
あ
る
。
ま
た
興

味
深
い
の
は
、
い
ま
一
葉
の
コ
ピ
ー
、
す
な
わ
ち
一
二
一
頁
の
上
段
五
行
屠

「
題
意
雲
零
下
一
砦
万
頃
亭
」
の
「
称
」
字
が
消
さ
れ
て
、
そ
の
上
方
に
、

「
海
」
と
ペ
ソ
書
き
さ
れ
、
誤
植
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

陳
智
超
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
海
の
字
は
陳
垣
の
親
筆
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま

り
彼
が
こ
の
論
文
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
コ
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図
2
　
桑
原
寄
贈
論
文
抜
刷
表
紙

ピ
ー
し
て
送
っ
て
下
さ
っ
た
陳
智
超
氏
の
学
恩
に
深
謝
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
書
に
は
、
文
中
の
随
所
に
朱
筆
の
傍
点
が
施
さ
れ
、
欄
外
に

は
「
漢
人
与
上
人
区
別
」
（
叢
刻
本
第
一
葉
裏
第
四
行
、
以
下
同
じ
）
、
「
嫌

誇
大
」
（
第
二
葉
裏
第
三
行
）
、
「
西
夏
人
道
化
当
然
耳
」
（
第
八
葉
裏
四
行
）
、

「
能
輯
扶
文
」
（
第
十
二
葉
裏
第
四
行
）
、
「
丁
姓
」
（
第
四
十
三
雲
斗
十
行
）
、

「
猪
与
朱
」
（
第
六
十
四
葉
裏
第
十
二
行
）
等
、
桑
原
の
評
語
や
覚
え
書
き
が

あ
り
、
ま
た
「
p
」
を
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
紙
片
を
張
っ
た
と
こ
ろ
も
み
ら

れ
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

　
ω
第
三
十
二
葉
裏
第
一
～
第
二
行
コ
門
二
代
、
凡
九
進
士
」
に
傍
点
、

　
　
欄
外
に
「
蒲
二
丁
論
補
欠
」
と
朱
書
。

　
②
　
第
百
三
葉
裏
第
六
～
第
八
行
「
其
国
人
柄
用
尤
多
…
…
則
無
幾
也
」

　
　
に
傍
点
、
欄
外
に
「
補
蒲
考
」
と
朱
書
。

　
③
　
第
百
八
葉
表
第
四
～
第
五
行
「
西
域
之
仕
干
中
朝
…
…
忘
郷
国
者
衆
」

　
　
に
傍
点
、
欄
外
に
「
補
蒲
考
」
と
朱
書
（
図
3
）
。

蒲
寿
庚
論
、
蒲
考
と
は
、
前
掲
『
蒲
墾
道
の
事
蹟
』
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の

論
文
は
は
じ
め
『
史
学
雑
誌
』
第
二
十
六
巻
第
十
号
（
一
九
一
五
）
か
ら
第

二
十
九
巻
第
十
号
（
一
九
一
八
）
ま
で
五
回
に
わ
た
っ
て
分
載
さ
れ
た
。
編

垣
が
『
華
南
考
』
に
、
「
近
日
本
桑
原
階
蔵
氏
三
寿
庚
三
極
詳
尽
」
（
第
七
葉

表
）
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
こ
の
論
文
の
方
で
あ
る
。
そ
の
後
飛
補
を
加
え

て
、
一
九
二
三
年
十
一
月
上
海
の
東
亜
攻
究
会
か
ら
単
行
本
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
桑
原
が
『
華
化
考
』
を
手
に
し
た
の
は
、
単
行
本
が
出
版
さ
れ
て
間

も
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
『
華
化
考
』
を
特
に
興
味
を
も

っ
て
読
み
、
自
著
の
訂
補
の
材
料
と
な
る
文
章
を
見
出
す
ご
と
に
、
傍
点
や

朱
書
を
施
し
て
、
後
日
の
た
め
の
覚
え
書
き
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
は
没

す
る
前
年
の
一
九
三
〇
年
ま
で
、
た
え
ず
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
の
訂
正
増
補

　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
加
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
原
稿
に
も
と
づ
い
て
一
九
三
五
年
、
東
京
の

岩
波
書
店
が
増
訂
本
を
出
版
し
た
時
、
毎
章
末
に
増
補
部
分
を
付
し
た
が
、

上
記
の
朱
書
の
箇
所
は
入
っ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
四
、
蒲
寿
庚
の
事
蹟

（
上
）
」
増
補
註
〔
五
〕
に
、
「
唐
宋
時
代
、
中
央
ア
ジ
ア
よ
り
多
く
中
国
に
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レ
　
　
　
コ
　
ヤ
ロ
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
礫
厳
ゑ
纂
櫓
崎
浦
蚤
息
三
園
畝
み
価
昇
等
黎
纐
華
至
働

　
　
　
　
　
戒
曲
費
潮
嵐
轍
裁
鼠
嵐
摩
義
無
配
箆
欝
“
繊
婁
薮
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
轟
瀬
慈
私
ぷ
磯
ゆ
慧
塚
嚢
畿
轟
聴
確
朕
捧
親
勘
轟
愛

　
　
　
　
　
　
湘
衰
聴
隻
塞
春
■
《
鳶
三
論
蒙
－
諏
殊
》
．

．
．
・
動
．
．
蓄
差
／

　
　
　
　
　
瓶
恐
詮
ぷ
語
職
書
跡
欝
欝
曲
譜
経
町
萩
鑑
寵
∴

　
　
　
　
　
・
．
画
論
蓄
妾
郵
信
霧
磯
襲
．
義
急
輩
藩
衆

　
　
　
　
　
　
劇
為
添
転
置
層
冷
墜
舞
峨
芯
撮
薫
粛
凪
森
’

　
　
　
　
　
　
　
　
き
⑫
戚
べ
租
纂
猟
考
樽
　
　
」
　
．
．
．
　
眞

　
　
　
　
．
．
　
　
　
斗
ゐ
論
叢
爆
　
．
．
ゐ
書
風
噸

　
　
　
　
・
　
　
　
凱
量
．
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
3
　
『
元
西
域
人
華
化
考
』
桑
原
書
込

移
住
せ
し
事
は
拙
稿
『
元
西
域
人
馬
化
考
』
の
批
評
を
参
考
す
べ
し
」
（
『
全

集
』
第
五
巻
、
一
九
七
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

幽
そ
れ
で
は
「
補
蒲
考
」
等
と
記
さ
れ
た
箇
所
が
全
く
利
用
さ
れ
な
か
っ
た

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
実
は
別
の
論
文
「
晴
唐
時
代
に
支
那
に
来

住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
（
『
全
集
』
第
二
巻
二
七
〇
～
三
六
〇
頁
）
（
以

下
「
西
域
人
」
）
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、

一
九
二
六
年
『
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
骨
子
は
既
に
一
九
二
四
年
十
二
月
の
支
那
学
会
大
会
に
お
い

て
、
「
中
古
支
那
に
移
住
せ
し
西
域
人
に
就
い
て
」
と
題
す
る
講
演
で
発
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
極
く
短
い
講
演
要
旨
は
、
『
史
林
』
第
一
〇
巻
第
一
号

（→

纉
�
ﾜ
）
一
八
五
頁
彙
報
欄
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
自
身
、
右
の

論
文
中
の
「
支
那
来
住
の
西
域
人
に
関
す
る
講
演
」
（
『
全
集
』
二
七
八
頁
）

に
、
「
講
演
は
中
古
と
し
て
、
晴
唐
紅
元
を
包
括
し
た
の
を
、
本
論
文
で
は

時
日
の
切
迫
や
、
紙
数
の
制
限
等
の
事
情
の
為
、
晴
唐
時
代
と
限
っ
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

記
し
て
お
り
、
も
と
の
講
演
は
元
代
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
彙
報
に

よ
る
と
、
こ
の
時
講
演
に
関
す
る
史
料
二
十
五
種
が
陳
列
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
に
「
西
域
人
蒲
寿
成
の
心
泉
学
詩
稿
」
（
後
述
）
、
「
中
華
民
国
陳
垣
氏
の
元

西
域
馬
齢
化
考
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
講
演
の
な
か
で
陳
垣
の
業
績
に

も
触
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
華
化
考
』
を
読
了
し
書
評
し
た
直
後
で
あ

る
か
ら
、
『
華
化
考
』
の
影
響
が
少
な
く
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、

「
西
域
人
」
に
は
、
『
華
化
考
』
及
び
そ
の
書
評
が
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

特
に
コ
兀
時
代
に
来
住
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
の
項
（
二
九
一
～
九
二
頁
）

に
、
「
心
意
や
講
学
の
目
的
を
以
て
、
西
域
か
ら
支
那
内
地
に
来
り
、
そ
の

儘
永
住
帰
化
し
た
者
も
頗
る
多
か
っ
た
」
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
「
民
国
の

陳
垣
氏
稿
本
『
元
西
域
人
君
愚
考
』
下
冊
、
十
六
丁
所
引
『
麟
原
集
』
参
看
」

（
二
九
二
頁
）
と
す
る
が
、
こ
の
箇
所
は
上
記
㈹
の
朱
書
傍
点
す
る
と
こ
ろ

と
一
致
す
る
。
ま
た
そ
の
直
前
に
引
用
す
る
許
有
壬
『
至
正
集
』
の
文
章
も

②
の
傍
点
部
分
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
例
で
あ
る
が
、
「
西
域
人
」
が
『
華
化

考
』
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
箇
所
に
「
補
注
考
」
と
記
さ
れ
て
い
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る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
『
離
漿
庚
の
事
蹟
』
の
続
篇
を
目
差
し
た
論
文
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
事
実
、
こ
の
論
文
は
『
華
寿
庚
の
事
蹟
』
同
様
に
、

内
外
の
史
料
を
博
引
労
証
し
て
開
脂
な
論
証
を
重
ね
た
長
篇
で
あ
っ
て
、

『
華
化
考
』
と
双
壁
を
な
す
、
東
西
交
渉
史
の
名
作
で
あ
る
。
本
論
文
の
中

文
訳
が
「
晴
唐
時
代
西
域
人
華
細
筆
」
と
す
る
の
は
、
蓋
し
適
訳
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
両
論
文
の
密
接
な
関
係
が
、
「
桑
原
文
庫
」
の
『
華
化
考
』
稿
本
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
稿
本
は
学
術
史
上
重
要
な
書

物
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
れ
は
わ
が
国
に
存

在
す
る
唯
「
の
稿
本
で
あ
り
、
そ
の
意
昧
に
お
い
て
も
貴
重
で
あ
る
。

2
、
『
心
泉
学
詩
稿
』
六
巻

　
本
薔
は
、
蒲
寿
庚
の
兄
蒲
葵
炭
の
撰
。
　
四
庫
輯
本
。
『
四
庫
全
書
珍
本
初

集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
現
在
で
は
容
易
に
閲
覧
で
き
る
が
、
か
つ
て
は

わ
が
国
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
『
半
寿
庚
の
事
蹟
』
は

「
蒲
毒
心
に
『
心
泉
学
詩
稿
』
六
巻
あ
り
、
予
は
未
だ
そ
の
書
を
寓
目
す
る

機
を
得
ざ
れ
ど
も
云
々
」
（
『
全
集
』
二
二
三
頁
）
と
記
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
陳
垣
は
こ
の
論
文
で
そ
の
事
を
知
り
、
四
庫
本
を
抄
写
し
て
寄
贈
し
た

の
で
あ
る
。
桑
原
は
『
華
皇
考
』
の
書
評
の
末
尾
に
、
「
吾
が
輩
は
本
年
（
～

九
二
四
）
の
初
春
に
、
陳
垣
氏
か
ら
そ
の
写
本
を
贈
与
さ
れ
て
、
始
め
て
寓

目
の
機
会
を
得
た
。
同
時
に
南
宋
の
遺
民
で
、
蒲
寿
炭
の
交
友
た
る
邸
葵
の

『
釣
磯
詩
集
』
の
写
本
を
も
恵
贈
さ
れ
た
。
藪
に
附
載
し
て
感
謝
の
意
を
表

す
る
」
（
『
全
集
』
三
六
八
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
陳
垣
寄
贈
の
写
本
は
、
　
一
癖
綾
装
一
冊
、
二
八
・
○
×
二
〇
・
四

一
。
帳
の
外
題
は
陳
垣
の
自
筆
で
あ
る
。
表
紙
に
つ
づ
く
副
葉
に
、

　
　
桑
原
騰
蔵
先
生
恵
存
／
陳
強
暴
贈
十
二
年
十
二
月

と
記
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
『
四
庫
提
要
』
を
掲
げ
、
つ
ぎ
に
四
庫
原
本

に
は
な
い
目
録
一
葉
が
あ
る
。
提
要
、
本
文
と
も
毎
半
平
十
二
行
行
二
十
三

字
、
匡
郭
…
三
・
三
x
～
九
・
○
糎
、
書
q
下
段
に
励
慧
書
屋
と
あ
り
、
全

文
に
句
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
葉
数
は
四
十
八
葉
。
書
き
込
み
等
は
全
く

見
ら
れ
ず
、
所
蔵
老
が
極
め
て
大
切
に
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

た
だ
「
箇
所
、
巻
四
（
第
三
〇
葉
表
）
「
題
海
雲
翼
下
一
砦
万
頃
亭
」
詩
の

欄
外
に
、
目
印
の
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）
の
は
、
興
味
深
い
。

こ
の
書
物
を
手
に
し
た
桑
原
は
、
早
速
通
読
し
て
、
『
蒲
蒋
庚
の
事
蹟
』
の

補
足
史
料
を
求
め
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
一
九
三
五
年
増
訂
本
の
増
補
の

項
に
は
、
本
書
の
こ
と
が
三
ケ
所
に
現
わ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
四
の
増
補

〔
六
〕
に
、
「
著
者
の
遺
稿
に
『
蒲
寿
晟
の
心
泉
学
詩
稿
中
に
王
舶
使
の
名
あ

り
、
参
考
を
要
す
』
と
註
記
せ
り
」
と
の
校
章
補
記
が
あ
る
（
『
全
集
』
一
九

七
頁
）
。
早
旦
使
の
名
が
見
え
る
の
は
巻
心
の
五
言
古
詩
、

　
　
船
使
王
会
遇
、
太
守
爆
発
泰
、
九
日
領
客
監
理
山
中
、
賦
采
菊
東
里
下
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．
重

湊
乖
碑
似
檎
幽
．
．
知
能
．
…
倉
…
玉
野
檎
諺
、
．
虎
．
直
中
新
　
鼻

　
．
添
尋
夷
喰
藩
端
貧
絶
獲
謝
山
　
繭
瑞
癒
嚇
旗
．

　
　
　
捌
．
．
．
嚢
　
コ
賠
壁
皿
壱

で
．

　
　
轡

一心
恬
ﾗ
魏
雛
鍛
鱗
簾
禰
只
見
茨
矧
．
毎
．

　
　
．
溶
癬
識
魚

数
和
繍
矯
落
二
三
二
二
．

ー
ヨ
．
頬
．

職
．

讐
田

図
4
　
穿
．
方
凝
　
　
　
　
．
漁
．
．

　
　
　
　
・
∵
露
、
．
費
　
糞
　
鑑
愛

『
心
泉
学
詩
稿
』
桑
原
貼
付
紙
片

　
悠
然
見
南
山
韻
十
首

　
　
上
舶
使
監
丞
王
会
漢

の
二
首
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
同
〔
八
〕
に
、
上
記
の
「
題
海
雲
至
情
一
碧

万
頃
亭
」
詩
を
掲
げ
る
（
『
全
集
』
一
九
八
頁
）
。
こ
れ
は
『
官
需
通
志
』
巻

七
十
三
の
海
雲
楼
に
つ
い
て
の
記
事
（
『
全
集
』
一
八
七
頁
）
の
補
足
史
料
と

し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
上
記
の
付
箋
は
そ
の
抜
き
書
き
の
た
め
の
目
印

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
三
は
、
五
の
増
補
〔
四
〕
で
あ
っ
て
、
校

者
補
記
に
よ
れ
ば
、
「
著
者
の
遺
稿
に
は
此
の
項
（
二
極
学
詩
稿
）
に
つ
き
て
、

『
補
欠
』
と
註
記
せ
り
。
後
日
補
訂
の
意
あ
り
し
こ
と
を
知
る
べ
し
」
と
い

う
（
『
全
集
』
二
三
九
頁
）
。
な
お
海
雲
楼
の
詩
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
既
に

『
華
化
考
』
の
書
評
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
も

］
九
二
四
年
に
は
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
3
、
『
三
三
詩
集
』
四
巻

　
　
本
書
は
宋
の
遺
民
邸
葵
の
詩
集
で
あ
り
、
そ
の
中
に
貸
賃
成
に
与
え
た

詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
ご
と
く
、
陳
垣
は
『
心
泉
学
詩
稿
』
と
と
も

に
桑
原
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
一
峡
綾
装
二
冊
、
二
八
・
O
x
一
八
．
六
三
。

写
本
及
び
峡
の
体
裁
は
前
書
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
本
文
の
筆
蹟
は
異
な

る
。
表
紙
の
次
に
比
論
さ
れ
た
白
紙
に
、
次
の
よ
う
な
陳
垣
自
筆
の
献
辞
が

あ
る
（
図
5
）
。

　
　
釣
磯
詩
集
四
巻
、
宋
遺
民
泉
州
邸
葵
撰
。
葵
為
呂

　
　
大
圭
弟
子
。
大
圭
死
於
蒲
寿
庚
之
難
、
而
本
集
巻
三

　
　
有
与
寿
庚
兄
心
泉
侶
和
詩
二
首
、
巻
四
生
蜜
直
心
泉

　
　
居
士
詩
。
是
応
対
於
心
泉
、
始
終
無
異
詞
。
然
則
水
声

　
　
禽
早
福
時
事
、
莫
道
山
翁
捻
不
知
之
説
、
何
自
来

　
　
乎
。
濫
悪
春
秋
青
葱
賢
者
言
意
云
ホ
。
敢
以
質
諸

　
　
　
桑
原
階
蔵
先
生
　
甲
子
一
月
陳
垣
敬
贈
。

　
　
　
　
『
釣
磯
詩
集
』
四
巻
は
、
宋
の
遺
民
泉
州
の
邸
葵
の
撰
な
り
。
葵

　
　
　
は
呂
大
畠
（
一
二
二
七
～
一
二
七
五
）
の
弟
子
な
り
。
大
圭
、
蒲
寿
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4
ψ
二
二
わ
ぽ
孝
縄
亭
講
・
・
ぐ
寿
ゆ
メ
賓
旧
慣
糸

境
咳
袴
最
湊
三
教
雌
み
嚇
丁
零
展
弱
着
嚢
、

三
三
一
門
三
菱
三
助
鞠
酒
外
釦
＼
枕
何
裏
バ

塑
つ
三
三
三
教
秀
物
衡
考
k
咳
義
ぶ
鍛
轟
噂
細
書
、

　
　
蔀
徳
修
識
ゐ
望
．
マ
｝
蓑
原
擢
瀦
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
5
　
『
釣
磯
詩
集
』
陳
垣
献
詞

　
　
庚
の
難
に
死
す
る
も
、
本
集
巻
三
に
「
寿
庚
兄
心
界
に
唱
和
す
る
詩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
二
首
有
り
、
巻
芯
に
又
「
心
泉
居
士
を
挽
む
詩
」
有
り
。
容
れ
葵
は

　
　
沼
江
に
対
し
て
始
終
異
詞
無
き
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
「
水
声
重
語
皆

　
　
時
事
、
道
う
莫
か
れ
山
草
総
べ
て
知
ら
ず
」
の
説
は
、
何
れ
よ
り
来

　
　
た
る
や
。
疑
う
ら
く
は
亦
た
春
秋
の
賢
者
を
責
備
す
る
の
意
と
ホ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
云
う
。
敢
え
て
以
て
諸
を
桑
原
隣
蔵
先
生
に
質
さ
ん
。
甲
子
（
一
九

　
　
二
四
）
一
月
、
陳
垣
住
居
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
で
も
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
陳
垣
遺
墨
の

一
つ
で
あ
る
。
文
中
の
水
声
云
々
の
説
と
は
、
『
八
閾
通
志
』
巻
八
十
六
に

な
く
、

み
で
あ
る
。

れ
た
諸
序
賊
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
特
に
巻
首
の
陸
尺
源
の
序
に
詳
し
い
。

彼
の
文
集
『
二
極
堂
集
』
巻
十
九
に
も
本
書
の
序
賊
を
載
せ
る
が
、
文
章
は

序
に
比
べ
る
と
簡
略
で
あ
る
。

　
二
身
の
詩
集
は
、
元
代
初
め
か
ら
明
代
中
葉
ま
で
は
た
だ
抄
本
が
そ
の
家

に
伝
わ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
万
暦
年
間
に
球
人
林
窟
が
借
得
し
て
始
め
て

世
に
出
し
、
彼
の
師
盧
行
騰
が
校
正
し
出
版
を
謀
っ
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
孫
殿
起
『
早
書
偶
記
続
編
』
巻
十
三
に
、
「
重
富
漫
吟
、
・
無
巻
数
、
宋

　
記
さ
れ
た
逸
事
に
出
て
く
る
も
の
で
、
書
生
が
蒲
寿
都
に
献
じ
て

　
そ
の
狡
黒
さ
を
非
難
し
た
詩
の
一
句
で
あ
る
。
こ
の
句
は
『
三
寿

　
庚
の
事
蹟
』
五
の
註
⑬
「
退
隠
後
の
蒲
寿
成
」
の
項
（
『
全
集
』

　
二
二
五
頁
）
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
『
四
二
提
要
』
巻
一
百
六
十
五

　
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
陳
垣
の
質
問
に
対
し
て
桑
原
が
ど
の
よ
う

　
に
答
え
た
の
か
、
興
味
深
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知

　
る
資
料
は
な
い
。
前
書
と
同
様
、
こ
の
写
本
も
桑
原
は
大
切
に
扱

　
い
、
書
き
込
み
等
は
全
く
施
し
て
い
な
い
。
た
だ
蒲
寿
成
の
詩
の

　
あ
る
頁
に
は
紙
片
が
挾
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
目
を
通
し
て
い
た

　
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
『
釣
磯
詩
集
』
は
四
庫
未
収
で
、
伝
本
は
極
め
て
少

わ
が
国
で
は
静
置
堂
文
庫
に
帰
安
陸
氏
五
色
の
旧
抄
本
が
存
す
る
の

　
　
本
書
の
伝
承
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
の
静
嘉
堂
蔵
抄
本
に
付
さ
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顧
命
丘
葵
撰
、
伝
抄
本
」
と
し
て
載
せ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
ら
し
い
。
註
記

に
よ
る
と
、
合
計
六
巻
、
明
七
七
騰
馬
、
哀
艶
嵩
輯
、
首
に
□
□
庚
子
（
万

暦
二
十
八
年
一
六
〇
〇
？
）
盧
若
騰
序
等
が
あ
る
と
い
う
。
つ
い
で
康
煕
年

間
に
蕎
点
図
現
が
詩
｛
九
四
首
を
集
め
て
三
巻
に
分
か
っ
た
『
独
楽
軒
詩
集
』

を
刊
行
し
た
が
、
こ
れ
は
山
本
で
は
な
か
っ
た
。
道
光
二
十
六
年
（
一
八
四

六
）
龍
漢
心
国
華
が
五
巻
本
を
重
歯
し
、
同
三
十
年
（
｝
八
五
〇
）
、
銭
塘
羅

以
智
、
字
鏡
泉
が
鉄
樵
注
氏
所
蔵
の
眠
抄
本
と
康
煕
刊
本
と
を
校
勘
合
抄
し

た
。
収
録
の
詩
は
二
七
四
首
。
、
静
嘉
堂
本
は
こ
の
抄
本
で
あ
っ
て
、
羅
践

を
付
し
「
兼
々
続
過
」
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
傅
増
湘
『
蔵
園
群
書

経
眼
下
』
に
著
録
す
る
旧
抄
本
も
こ
の
系
統
で
あ
る
。
最
後
に
、
同
下
穿
酉

（
十
二
年
一
八
七
三
）
窩
事
柄
忠
が
林
国
華
重
刊
本
と
羅
以
智
合
抄
本
と
の

詩
を
合
わ
せ
、
楊
凌
の
校
正
を
経
て
刊
行
し
た
。
収
録
の
詩
は
通
計
三
四
穴

首
、
そ
れ
に
文
三
篇
を
付
録
し
、
さ
ら
に
首
尾
に
序
践
等
八
篇
を
載
せ
た
四

巻
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
邸
宅
の
詩
集
の
い
わ
ば
決
定
版
で
あ
る
。
励
紙
書

屋
抄
本
は
こ
の
刊
本
を
抄
写
し
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
わ
が
圏
で
は
唯
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

本
で
あ
る
。
な
お
近
着
の
『
現
存
直
人
別
集
版
本
目
録
』
に
よ
る
と
、
道
光

刊
本
は
南
京
図
書
館
に
、
同
治
刊
本
は
首
都
図
書
館
と
上
海
図
書
館
に
所
蔵

し
、
北
京
大
学
に
は
李
盛
鐸
旧
註
『
邸
釣
磯
集
』
三
巻
、
清
抄
本
が
あ
る
と

記
す
。
ま
た
静
嘉
堂
本
を
同
治
刊
本
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
噛
癖
か
ら
桑
原
に
寄
贈
さ
れ
た
三
種
の
書
物
は
、
い
ず
れ
も
学
術

上
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
中
の
二
種
の
抄
本
は
、
『
蒲
寿
庚
の
葺

蹟
』
執
筆
時
に
桑
原
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
陳
垣
が
、
わ
ざ

わ
ざ
抄
写
し
て
贈
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
が
い
か
に
桑
原
を
尊
敬
し
て
い
た
か

が
う
か
が
わ
れ
る
。
桑
原
も
ま
た
そ
れ
ら
を
大
切
に
保
存
す
る
と
と
も
に
、

畢
速
読
過
し
て
、
『
癌
化
考
』
の
書
評
を
著
し
、
「
西
域
人
」
の
史
料
に
用
い
、

あ
る
い
は
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
の
補
訂
史
料
に
利
用
し
、
陳
垣
の
交
誼
に
こ

た
え
た
の
で
あ
る
。
二
人
の
間
に
こ
の
よ
う
な
親
密
な
関
係
が
結
ば
れ
た
の

は
、
専
門
領
域
が
同
じ
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
広
汎
に
史
料
を
捜
集
し
、

緻
密
な
考
証
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
堅
実
な
学
風
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
当
時
、
中
国
の
学
老
が
陳
垣
を
「
中
国
の
桑
原
」
と
評
し

　
　
　
　
　
⑤

た
と
い
う
の
も
、
二
人
の
学
風
か
ら
し
て
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

①
　
　
『
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』
増
訂
版
の
羽
田
亨
「
本
書
の
発
刊
に
つ
い
て
」
。

②
　
『
全
集
』
で
は
「
中
古
」
と
す
る
が
、
『
史
林
』
で
は
「
中
世
」
と
な
っ
て
い
る
。

③
上
海
長
野
出
版
社
、
一
九
八
○
年
。
一
九
五
九
年
上
海
中
華
書
局
が
重
印
し
た

　
『
販
書
倫
記
』
の
続
編
で
、
孫
殿
起
の
没
後
、
助
手
の
雷
夢
水
が
整
理
し
た
も
の
、

　
両
書
と
も
清
人
を
主
と
し
た
著
述
総
目
で
あ
る
。

④
　
全
宋
文
研
究
資
料
叢
刊
之
心
、
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
編
、
成
都
、
巴
蜀

　
書
社
、
一
九
八
九
年
。
こ
の
目
録
で
は
、
道
光
刊
本
を
道
光
二
十
六
年
簡
古
書
屋

　
刻
本
、
同
治
刊
本
を
同
治
十
三
年
刻
本
と
す
る
。

⑤
　
『
陳
垣
来
往
書
信
集
』
一
六
九
頁
、
顧
頷
剛
、
一
九
二
五
年
四
月
十
臼
来
函
。

　
　
〔
傅
〕
彦
長
系
留
学
日
美
両
国
学
音
楽
者
、
茜
雲
之
外
酷
好
研
究
歴
史
、
傾
心

　
子
那
珂
・
桑
原
二
部
、
謂
先
生
為
中
国
之
桑
原
、
故
渇
欲
一
謁
也
。
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三

　
「
桑
原
文
庫
」
に
は
、
一
九
二
四
年
に
贈
ら
れ
た
書
物
の
ほ
か
に
、
な
お

三
種
の
陳
垣
寄
贈
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
者
と
ち
が
っ
て
、
別
々
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
1
、
『
増
訂
再
版
元
也
里
可
温
考
』
　
綾
装
一
冊
　
一
九
一
七
年

　
　
　
　
「
桑
原
博
士
指
正
／
著
者
敬
呈
」

　
2
、
『
二
十
史
夢
心
衷
』
　
一
冊
　
一
九
二
五
年
　
北
京
大
学
研
究
所
国
学

　
　
門
叢
轡
之
一

　
　
　
　
「
桑
原
階
蔵
先
生
指
正
／
陳
垣
敬
贈
十
五
年
四
月
廿
三
目
」

　
3
、
『
下
平
之
欧
化
美
術
及
羅
馬
字
注
音
』
　
綾
装
一
冊
　
民
国
十
六
年

　
　
（
一
九
二
七
）
九
月
北
京
輔
仁
大
学
用
王
氏
鳴
晦
魔
蔵
本
景
印

　
　
　
　
「
桑
原
隅
蔵
先
生
恵
存
／
春
雷
」

　
以
上
の
三
種
は
い
ず
れ
も
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
特
に
一
と
2
と
は
有
名
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
解
説
す
る
ま
で
も
な
い
。
た
だ
一
は
、
二

人
の
関
係
を
知
る
上
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
『
元
豊
里
結
託
考
』
は
、
陳
垣
の
宗
教
史
の
処
女
作
で
、
歴
史
家
と
し
て

の
名
声
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
論
文
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
五
月
七
日
に

完
成
し
て
同
月
十
日
に
初
版
が
出
版
さ
れ
、
同
年
八
月
二
十
八
日
に
増
訂
再

版
、
一
九
二
〇
年
十
月
に
『
開
封
一
行
楽
業
教
考
』
と
合
訂
し
た
増
訂
三
舟

が
出
さ
れ
た
。
「
桑
原
文
庫
」
に
は
三
本
と
も
存
在
す
る
。
そ
の
後
も
増
訂

が
重
ね
ら
れ
て
、
　
九
三
四
年
に
題
名
を
「
元
也
里
可
温
言
考
」
と
改
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
の
が
決
定
版
と
い
う
。
1
に
は
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
が

何
時
贈
呈
さ
れ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
稿
で
、
「
二
人
は
面
識
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ

た
が
、
そ
れ
は
当
た
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
確
か
に
桑
原
が
中
国
に

留
学
し
た
の
は
一
九
〇
七
年
か
ら
〇
九
年
の
二
年
間
で
あ
っ
て
、
当
時
陳
垣

は
ま
だ
広
州
に
い
た
の
で
、
二
人
が
会
う
機
会
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
陳
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
方
も
一
度
日
本
に
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
明
沢
「
陳
垣
事
　
著
作
編
年
」

に
よ
る
と
、
草
垣
は
～
九
一
七
年
十
月
二
十
九
日
上
海
を
離
れ
て
日
本
に
赴

い
た
。
旅
行
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
会
史
の
史
料
を
訪
求
す
る
こ
と
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
同
年
十
二
月
八
日
付
の
東
京
か
ら
慕
元
甫
に
宛
て
た
書
信
中
に
、
「
垣

の
こ
の
旅
行
の
目
的
は
、
大
半
達
成
し
た
。
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た

『
貞
元
釈
教
目
録
』
は
、
西
京
で
得
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
年
に
京

都
に
も
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
拙
著
『
也
里
下
温
』
に
、
こ
ち
ら

の
学
者
は
頗
る
歓
迎
を
表
し
た
」
と
記
し
、
こ
の
時
、
学
者
た
ち
に
会
っ
て

『
元
気
遺
託
温
考
』
を
贈
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
学
者
の
中
に

は
桑
原
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
『
元
也
聖
旨
万
考
』
は
増
訂
再
版

本
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
桑
原
文
庫
」
の
も
の
（
1
）
も
こ
の
隠
、

す
な
わ
ち
一
九
一
七
年
十
一
月
こ
ろ
に
、
陳
垣
が
桑
原
を
訪
問
し
て
親
し
く
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贈
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
会
わ
ず
に
、
入
に
託
し

た
可
能
性
も
あ
る
。
実
は
前
掲
『
釣
磯
詩
集
』
に
鰯
雲
の
名
刺
が
は
さ
ま
れ

て
い
た
。
そ
の
　
肩
書
は
門
衆
議
員
議
員
扁
と
あ
る
の
で
、
こ
の
晴
に
渡
さ
れ

　
　
　
　
　
④

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
左
辺
に
「
手
簡
敬
霊
知
／
念
井
聞
」
と
陳
垣
の
墨
書

が
あ
り
、
手
紙
の
遣
り
取
り
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
要
す
る
に
確

か
な
事
は
分
か
ら
な
い
が
、
『
元
仁
里
可
温
考
』
の
贈
ら
れ
た
の
が
一
九
一

七
年
十
一
月
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
両
人
の
交
わ
り
が
始
ま
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
2
と
3
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二
四
年
以
後
も
お
互
い
の
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
下
っ
て
、
一
九
三
〇
年
、
桑
原
の
友
人
、
門

下
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
彼
の
還
暦
を
祝
賀
す
る
論
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
時
、

陳
垣
は
外
国
人
と
し
て
た
だ
一
人
こ
れ
に
加
わ
っ
て
、
「
大
唐
西
域
自
撰
人

弁
機
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
せ
た
。
こ
の
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論

叢
』
は
そ
の
年
十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
が
、
翌
年
五
月
、
桑
原
は
六
十
一
歳

の
生
涯
を
閉
じ
た
。
し
に
が
っ
て
二
人
の
交
誼
は
、
最
後
ま
で
変
わ
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
筆
者
は
　
九
九
〇
年
の
学
会
の
席
上
、
長
年
陳
垣
の
助
手
を
つ

と
め
ら
れ
て
い
た
、
北
京
師
範
大
学
教
授
劉
乃
和
氏
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
思

い
出
話
を
う
か
が
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
一
つ
。
陳

垣
は
桑
原
の
教
科
書
を
高
く
評
価
し
、
い
つ
も
机
の
そ
ば
の
書
架
に
置
い
て

い
た
。
ま
た
講
評
ら
に
も
読
む
よ
う
に
勧
め
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
が

秦
原
の
学
問
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
話
で
あ
る
。

①
　
　
『
陳
壇
学
術
論
文
集
第
一
集
』
五
六
頁
の
随
｝
智
超
氏
校
記
に
よ
る
。

②
　
二
面
①
の
『
学
術
論
文
集
』
四
六
四
頁
。

③
　
『
菱
垣
来
往
書
信
集
』
九
頁
。
こ
の
書
信
に
よ
る
と
、
訪
書
の
た
め
大
阪
へ
も

　
行
っ
て
い
る
。

④
　
一
九
一
三
年
一
月
十
日
、
嚢
世
凱
が
国
会
を
召
集
し
、
陳
垣
は
新
聞
界
か
ら
選

　
ば
れ
て
衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
。
王
明
沢
前
掲
論
文
四
六
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
教
授
　
宇
治

陳垣と桑原陥蔵（竺沙）
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